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フウセンカズラのひみつ パート㸴 
 

千ⴥ市❧┿◁す小学ᰯ 
                                                   ➨㸴学年 ᵽ口 ᱱᯝ 
 
㸯 ◊✲の⫼ᬒと┠ⓗ 

  㸯年⏕の㡭からフウセンカズラを⥅⥆してほ察している。᫖年度の◊✲で、フウセンカズラには

おしべとめしべの両᪉をᣢつ両性ⰼと、おしべだけをᣢつ㞝ⰼの二✀㢮があり、両性ⰼだけがフウ

センをつくるのにもかかわらず、㞝ⰼの᪉が両性ⰼよりᩘが多いことがわかった。 
そこで、⫱てる᮲件を変えても㞝ⰼの᪉が多いのか、また、フウセンをつくらない㞝ⰼの役割は

何であるかをㄪべることにした。 
 
㸰 ◊✲の内容と方ἲ 

(1) フウセンカズラのⱑの入ᡭ先を変えた場合㸦᪉ἲ㸯㸧や、Ỉ⪔᱂培など㐪った᪉ἲで⫱てた場

合㸦᪉ἲ㸰㸧でも、これまでと同ᵝに両性ⰼより㞝ⰼのᩘが多いのかを☜ㄆする。 
 

                    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

       【⤖ᯝ (㸯)㸫㸰】 
 
 
 
 
 
 
 

㹙㈨料㸯㹛方ἲ (㸯)㸫㸯 別のⱑでのほ察 

ᰴ A㸸 ホームセンターで㈙ったⱑ 
ᰴ B㸸 ㏻信㈍売で㉎入した✀から⮬分で⫱てたⱑ 

㹙㈨料㸰㹛方ἲ (㸯) -㸯の⤖ᯝ 

おおよそのẚ⋡ 85㸸15で㞝ⰼの方が両性ⰼより多い 

㸦昨年度のẚ⋡の⤖ᯝ㸸㞝ⰼ 83㸣、両性ⰼ 17㸣㸧 

㹙㈨料㸱㹛方ἲ (㸯)㸫㸰 Ỉ⪔᱂培でほ察  

B 

 
A 

㹙㈨料㸲㹛方ἲ (㸯)㸫㸰の⤖ᯝ 

⤖ᯝ(㸯) -㸯 昨年度と同ᵝのẚ⋡の⤖ᯝと

なった 



(2) 両性ⰼがフウセンをつくる㝿、㞝ⰼのⰼ⢊は必せなのかㄪべるため、⹸の影㡪を受けない屋内

のỈ⪔᱂培で⫱てたᰴを⏝いて、両性ⰼの中だけで⾜う人工受⢊と、㞝ⰼのおしべと両性ⰼのめ

しべの人工受⢊を⾜い、ẚ㍑᳨ウする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       

 フウセンをつくった割合 

両性ⰼの中だけで人工受⢊㸦12ヶ㸧 0ヶ㸦0%㸧 

㞝ⰼ→両性ⰼへ人工受⢊㸦12ヶ㸧  7ヶ 㸦58%㸧 

 
 

両性ⰼの中だけで人工受⢊しても、フウセンはつくられなかったが、㞝ⰼから両性ⰼに人工受⢊

したものはフウセンをつくることができた。 
 
 
 
 

 

㹙㈨料㸳㹛方ἲ(㸰)㸫㸯 両性ⰼの中で人工ⓗに⮬

家受⢊させる 

㹙㈨料㸴㹛方ἲ(㸰㸧-㸰 㞝ⰼのおしべのⰼ⢊を両

性ⰼのめしべに人工受⢊する 

㹙㈨料㸵㹛⤖ᯝ(㸰) 



(3) 㞝ⰼのおしべと両性ⰼのおしべを㢧微㙾でほ察し、ẚ㍑する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
        
 
 
㸱 ◊✲の成ᯝとまとめ 

  ᫖年とは␗なる᪉ἲでフウセンカズラを入ᡭしたり、⤫制した᱂培᮲件下でフウセンカズラを⫱

てたりしたが、両性ⰼより㞝ⰼのᩘの᪉が多く、どのᰴでも両⪅のẚ⋡もほぼ変わらず、᫖年度と

同ᵝの⤖ᯝが得られた。 
  両性ⰼを人工ⓗに⮬家受⢊してもフウセンはできないが、㞝ⰼのおしべのⰼ⢊を両性ⰼのめしべ

に人工受⢊するとフウセンができた。このことにより、㞝ⰼのおしべのⰼ⢊は両性ⰼがフウセンを

つくる㐣⛬に必せであることがわかった。 
  㞝ⰼのおしべと両性ⰼのおしべを各々ᣑ大してほ察したところ、㞝ⰼのおしべにはⰼ⢊がほ察さ

れたが、両性ⰼのおしべではⰼ⢊がほ察できなかった。 
以上のことより、両性ⰼのおしべにはⰼ⢊は存在せず、フウセンをつくるためには㞝ⰼのおしべ

のⰼ⢊が必せであると⤖ㄽづけた。 
   
㸲 今後のㄢ㢟 

  ᮏ◊✲では、両性ⰼのおしべにはⰼ⢊がほ察されなかったが、ⰼ⢊をつくらないおしべがなぜ存

在するのかは⌧᫬Ⅼで不᫂である。今後は、両性ⰼが常にⰼ⢊をつくらないのか、それとも⎔境の

変化に応じてつくるようになるのかなど、両性ⰼが存在する意⩏を᳨ウしていきたい。 
 
㸳 指導と助ゝ 

  ⫱てる᮲件を変えても、これまでと同じように両性ⰼと㞝ⰼのᩘにきまりはあるのか、また、㞝

ⰼと両性ⰼそれぞれの㞝しべに㐪いはあるのか。᪂たな␲問をᣢち、㸴年┠の◊✲を⾜った。◊✲

を㐍めていく中で᪂たな␲問をᣢち、フウセンカズラの᪂たな⛎密について῝くㄪべることができ

た。今回の⤖ᯝを受けて、フウセンカズラについてさらに㏣✲していくことで᪂しいⓎぢがあるこ

とをᮇ待したい。 

㸦ᣦ導ᩍㅍ  ᯈ倉 将㸧 

 

 
㹙㈨料㸶㹛㞝ⰼのおしべ 

ⰼ⢊がほ察できた㸦㉥▮印㸧 
 

㹙㈨料㸷㹛両性ⰼのおしべ 

ⰼ⢊はほ察できなかった 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

㸯 ◊✲の動機 

ⰼには多くのⰍがありきれいであるが、どうしてⰼのⰍはたくさんあるのかがẼになった。≉に、

毎年庭に咲くあさがおのⰼをぢていると様々なⰍがあり、その多様さにおどろかされ。⫱てている

㛫は、それぞれのⱑからどんなⰍのⰼが咲くのかとても楽しみだった。そこで、あさがおのⰼが咲

く前に、ⰼのⰍを▱ることはできないのかと⪃えた。 

 

㸰 ◊✲の方法と内容 

  あさがおの✀をよくぢると、それぞれⰍのこさ㸦⃰さ㸧が㐪うことにẼ付いた。その㐪いがⰼの

Ⰽに㛵係しているのではないのかと予想し、◊✲を㐍めることとした。 

  まず、㸱✀㢮のⰍのⰼが咲くというㄝ明のある✀を⣙ 40個⏝意した。次に、✀のこさ㸦⃰さ㸧に

よってうす㸦ⷧ㸧ⲔⰍ、ⲔⰍ、こげⲔⰍの㸱グループに分け、それぞれ㸶個ずつの✀を㑅び㸯㖊ず

つで⫱てた。⫱てている㛫、め㸦ⱆ㸧、は㸦ⴥ㸧、くき㸦ⱼ㸧やつぼみなどのⰍをほ察してグ㘓した。

どのような成㛗の時期にあらわれたⰍが、咲いたⰼのⰍを⾲しているのかをほ察した⤖果から⪃え

た。 

 

㸱 ◊✲の成果とまとめ 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千ⴥ┴⛉学ㄽ文展 千ⴥ┴教⫱◊✲会⌮⛉教⫱㒊会㛗㈹ 
 

あさがおのいろのふしぎ 

㹼あさがおのはなのいろはいつどこでわかるのか㹼 
 

千ⴥ市❧星久喜小学校 

 ➨㸯学年 古⸨ ┿⌔ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⤖果から、ふたば㸦双ⴥ㸧がしっかり㛤いた㡭のくき㸦ⱼ㸧や、ⰼ弁の㒊分がぢえた㡭のつぼみ、

最初のⰼが咲いたときなどでⰼのⰍに㏆いⰍがあらわれることがわかった。また、くき㸦ⱼ㸧のⰍ

のこさ㸦⃰さ㸧と、ⰼのⰍのこさ㸦⃰さ㸧が同じだった。✀のⰍのこさ㸦⃰さ㸧とⰼのⰍのこさ㸦⃰

さ㸧は同じではなかったが、うす㸦ⷧ㸧ⲔⰍの✀からはうすいⰍのⰼだけが咲いた。 

✀のⰍ ⰼのⰍが⾲れた時期と㒊分 ✀のⰍ ⰼのⰍが⾲れた時期と㒊分 

うす㸯 最初のⰼ㸦ⷧ⣸ⰍとピンクⰍのΰⰍ㸧 ちゃ㸲 双ⴥのⱼ㸦⃰いピンクⰍの⦤模様㸧 

うす㸰 最初のⰼ㸦ⷧピンクⰍ㸧 ちゃ㸳 双ⴥのⱼ㸦⃰いピンクⰍ㸧 

うす㸱 最初のⰼ㸦ⷧ⣸Ⰽ㸧 こげ㸯 双ⴥのⱼ㸦⣸Ⰽ㸧 

うす㸲 最初のⰼ㸦⩌㟷Ⰽ㸧 こげ㸰 つぼみのⰼ㸦ⓑⰍとピンクⰍの㸰Ⰽ㸧 

うす㸳 最初のⰼ㸦⩌㟷Ⰽ㸧 こげ㸱 双ⴥのⱼ㸦⣸Ⰽ㸧 

うす㸴 最初のⰼ㸦ⷧ⣸ⰍとピンクⰍのΰⰍ㸧 こげ㸲 双ⴥのⱼ㸦⃰いピンクⰍ㸧 

うす㸵 最初のⰼ㸦ⷧ⣸Ⰽ㸧 こげ㸳 つぼみのⰼ㸦ⓑⰍとピンクⰍの㸰Ⰽ㸧 

うす㸶 最初のⰼ㸦ⷧ⣸ⰍとピンクⰍのΰⰍ㸧 こげ㸴 双ⴥのⱼ㸦ピンクⰍと⣸ⰍのΰⰍ㸧 

ちゃ㸯 つぼみのⰼ㸦ⓑⰍとピンクⰍのΰⰍ㸧 こげ㸵 最初のⰼ㸦ⷧピンクⰍ㸧 

ちゃ㸰 つぼみのⰼ㸦㉥⣸Ⰽ㸧 こげ㸶 双ⴥのⱼ㸦⃰いピンクⰍ㸧 

ちゃ㸱 双ⴥのⱼ㸦⣸Ⰽ㸧   

㸦※ⷧⲔⰍは「うす」ⲔⰍは「ちゃ」↔げⲔⰍは「こげ」とグ㍕。㸧 
 

㹙㈨料㸯㹛あさがおの✀からⰼまでのⰍのグ㘓 

㹙㈨料㸰㹛ⰼのⰍが⾲れた時期と体の㒊分のグ㘓 



このことから、✀のⰍのこさ㸦⃰さ㸧の意味が何なのかとẼになった。さらに、今年咲いたⰼの

✀からは、同じⰍのⰼが咲くのかもㄪべてみたい。 

 

㸲 今後の問㢟Ⅼ 

  ✀のⰍのこさ㸦⃰さ㸧とⰼのⰍのこさ㸦⃰さ㸧に㛵係がある可⬟性のある⤖果が得られた。また、

ⲔⰍの✀だけ㸱個の✀がⓎⱆしなかった。今後は、✀のⰍのこさ㸦⃰さ㸧だけではなく、⣽かな模

様やどのⰍのⰼからとれた✀なのかをグ㘓しながら、咲いたⰼのⰍと比べたり、✀のⰍのこさ㸦⃰

さ㸧がⓎⱆする割合と㛵係があるのかㄪべたりしていきたい。 

  さらに、あさがおのⰼのⰍは最初に咲くⰼと、その後に咲くⰼとでⰍが␗なっていたことがわか

った。最初のⰼが咲いた後でも、次のⰼのⰍの手がかりはどこかにあるのかどうかもㄪべてみたい。 

 

㸳 指導と助ゝ 

  本◊✲を㏻して、あさがおについて◊✲を⥆けている先⏕に出会うことができ、⪃察を῝めるこ

とができていた。新たなㄢ㢟である、✀のⰍや模様の㐪いによるⰼのⰍのこさ㸦⃰さ㸧の㛵係や、

Ⓨⱆ⋡の㐪い、同じⱑからでも␗なるⰍのⰼが咲くときの手がかりなどの◊✲も、様々な◊✲機㛵

と、つながりをもって⥆けていってほしい。 

㸦指導教ㅍ 小㔝℩ 力人㸧 



 

 

 

 

 

 

 

㸯 研✲の動機 

  家の庭にある木に、つばのようなⓑいあわがたくさんついているのをぢつけた。庭のミツバにも

同じようなⓑいあわがついていて、そのあわは何なのか不思㆟に思った。さわってみると、べとべ

としていて、その中に体が㉥と㯮の小さな幼⹸が入っていた。図かんでㄪべるとアワフキムシだと

分かった。あわの中で暮らす幼⹸をぢたのは初めてだったので、どのように成㛗するのかㄪべるこ

とにした。 

 

㸰 研✲の内容と方法 

(1) 成㛗グ㘓について 

① 幼⹸ 

 ・㢌と⬚が㯮くておしりが㉥い。大きさは㸰㹼㸱㎜。 

 ・幼⹸は、はりのような口で植物の汁を吸い、おしっこのようなものを出してあわをつくる。 

② ⬺⓶ 

 ・幼⹸はあわの中で⬺⓶をして大きく成㛗している。 

 ・⬺⓶を⧞り㏉すと、体全体のⰍが㯮くなる。 

③ ⩚化 

 ・⩚化の前はじっとしている。 

 ・⩚化の様子はセミとそっくりで、⫼中が割れて㢦、⩚、体、おしりの㡰に出てくる。 

 ・体にⓑい帯の模様がぢえたから、ほ察していた昆⹸はシロオビアワフキだった。 

④ 成⹸ 

 ・成⹸はパチッという㡢を❧てて⣲早く㣕ぶので、ぢ失うことが多かった。 

 

(2) あわの⛎密と作り方について 

① あわの⛎密 

   ・あわはべとべとしている。でも、幼⹸が成⹸となって中にいなくなった後のあわは、すぐに

カラカラに乾く。 

 ・大㞵でも強㢼でも吹き㣕ばない、とても強いあわである。 

 ・あわの中には幼⹸が一匹入っている。大きなあわもぢつけたが、あわとあわが合体してでき 

たものだった。最多で五匹の幼⹸が入っている大きなあわをぢつけた。 

② あわの作り方 

 ・はりのような口を植物のⱼやⴥに刺し、植物の汁を吸う。 

 ・あわを作るときは、おしりを伸ばしたり、⦰めたりする。 

千ⴥ┴⛉学ㄽ文展 千ⴥ┴Ⓨ明協会会㛗㈹ 

 

アワフキムシのすごいあわ 
 
 

千ⴥ市❧宮㔝木小学校 

➨㸰学年 ㇂本 ⍛㡢 

 



 ・植物の汁を吸って出したおしっこのようなものと、✵気を混ぜてあわを作る。 

 ・おしりをピョコピョコ動かしながら、体が㞃れるぐらいのあわを作る。 

 

(3) いろいろな実㦂 

① 引っ㉺し作戦 

  アワフキムシの幼⹸は庭の木やミツバ以外にも、公園や㏻学㊰に⏕えている植物にもついて

いた。そこで、幼⹸がついていた植物とは別の植物に⛣動させても、同じようにあわを作るの

か実㦂した。その⤖果、水分がある植物であれば、どの植物にもあわを作るということが分か

った。 

 

② おしりの向きの⛎密 

  植物のⴥやⱼを歩くときや、植物の汁を吸っているときは㢌を上にしているが、あわを作る

ときはおしりを上にしていることに気が付いた。おしりを下にすると、あわが垂れて体をおお

うことができないからだと分かった。 

 

③ カラフルなあわ作り 

  植物をⰍ水に挿しておくと、その汁を吸ったアワフキムシはカラフルなⰍのあわを作ると本

に書いてあったので、実㦂した。⤮具やインクの㔞を増やしたり、根っこごと抜いた植物をⰍ

水に挿したりしたが、ⓑいあわしか作らなかった。しかし、ⓑいあわができたということは、

以前吸った植物の汁が体にたまっているからだと分かった。 

 

④ ㌟の回りのあわ 

  アワフキムシのあわは、㞵にも㢼にも㈇けないぐらい強いので、㌟の回りにあるあわと比べ

てみることにした。シャボン⋢、うがいのときのあわ、手洗い⏝のあわ▼けん、ストローでコ

ップの水をぶくぶくしてできたあわ、お湯にドライアイスを入れてできたあわ➼ヨしてみた

が、どれもすぐに消えてしまった。 

  アワフキムシは「カッコウのつば」と呼ばれていることを▱り、唾液とも比㍑してみた。☜

かに似ていたが、唾液はⴥからすぐにⴠちてしまった。やはりアワフキムシのあわは強いとい

うことが分かった。 

 

⑤ ジャンプ力比べ 

  成⹸がパチッという㡢を❧てて⣲早く㣕ぶので、⮬分で㣫っていたショウリョウバッタやス

ズムシの成⹸とジャンプ力を比べてみた。アワフキムシの㣕ぶ力は、他の昆⹸に㈇けていない

ことが分かった。 

 

(4) ㄪべて分かったこと 

① アワフキムシが⩚化から成⹸になるまでをほ察していたら、セミにそっくりだと気付いた。

本でㄪべたらアワフキムシはカメムシ┠だと分かった。カメムシ┠には、セミやヨコバイやハ

ゴロモなど、㌟㏆な昆⹸がたくさんいることも分かった。 

 



② 去年ほ察したテントウムシはさなぎになったのに、アワフキムシはさなぎにならなかった。

昆⹸は完全変態と不完全変態に分かれていることを▱った。 

 

③ 今回ほ察したのはシロオビアワフキだったが、図㚷でㄪべたら⣙ 50✀もいることが分かっ

た。 

 

④ あわの正体は、アワフキムシが出す大㔞のおしっこのようなものに、ろうとタンパク㉁がと

けているものだと分かった。あわは太㝧からの⣸外⥺を㜵いだり、あわに含まれる✵気は外気

の温度差を小さくしたりする役割をしていることも分かった。 

 

⑤ アワフキムシの幼⹸がつくるあわの仕⤌みを使ったお㢼呂が◊✲されていることを▱った。

あわ㢼呂なら水の㔞が少なくてすむのでエネルギーの⠇⣙になることが分かった。㌴いすのま

まお㢼呂に入ることができ、水圧がかかったりしないのでお年寄りやけがなどで動けないよう

な人にも役❧つと▱った。 

 

㸱 まとめと感想 

今回のほ察では、⣙ 40個のあわをぢつけ、合ィで 50匹ほどのアワフキムシをほ察した。 

成⹸になれたのは、たったの㸵匹だった。幼⹸が㏨げたり、植物が枯れてあわが作れずに死んで

しまったり、⩚化に失敗したりするなど様々な原因があり、⮬然の世⏺は厳しいと▱った。しか

し、✀を残すために㞵にも㢼にも㈇けないあわを作り、小さい体なのに㡹張り屋の昆⹸だと分かっ

た。今後はオスとメスのぢ分け方や卵の⏘み方などもㄪべていきたい。 

 

㸲 指導と助ゝ 

   アワフキムシについて⪃えたことや気付いたことから、条件を整⌮してほ察ができている。ま

た、⣽かくアワフキムシの成㛗をグ㘓し、最後に⮬分の⪃えがしっかりまとめてある。 

今後は、今回の◊✲を㏻して⏕まれた新たな␲問のゎ明に期待している。 

㸦指導教ㅍ ▼原 ⚽廉) 



 
 
 
 
 
 
 
 

１ 研究の動機 

  㸯年生のときに葉や木の実で㣭り付けをしたリースを作った。しかし、㸯年経ってもきれいな状

態の葉と、数日でボロボロになってしまった葉があった。どうしてそのような㐪いが出たのかにつ

いて疑問をもち、本研究を行った。 
 
２ 研究の方法 

虫㣗いが少なく比較的きれいな、庭に生えている 12種㢮の葉を使用し、研究を行った。 

  まず、12種㢮の葉の見た目の様子を観察した。次に乾燥させた状態の葉の様子について観察

した。それらの結果をもとに 12種㢮の葉を次の㸲つのグループに分けた。 

グループ㸯㸸葉がツルツルしている 

グループ㸰㸸葉がツルツルでもフワフワでもないが、リースにできる 

グループ㸱㸸葉に毛が生えている 

グループ㸲㸸リースにできない 

  このグループ分けをもとに、以下に示す様々な条件のもとで実㦂を行い、㛗持ちするリース

作りに㐺した植物を明らかにした。 

(1) 葉を火であぶる。 

(2) ダンゴムシに 12種㢮の葉を㣗べさせる。 

(3) 数種㢮の花を数日㛫乾燥させてドライフラワーにする。 

(4) 葉を乾かして㔜さを㔞り、水分がどれだけ含まれているかを調べる。 

(5) 庭に生えている植物の中で、多年草の植物があるか調べる。 

(6) オイルや油分を含むものを葉につけ、数日後にマイクロスコープで観察する。 

 

㸱 研究の結果 

(1) 火であぶったときの葉の表と裏の様子

と、乾燥させた葉の表㠃とを、マイクロス

コープで観察し、それぞれを比べた。火で

あぶった葉に油分があれば、マイクロスコ

ープで見たときに、光を反射して輝いて見

えたり、白い油が葉脈のみぞに㞟まること

で見えたりすることがわかった。また、火

であぶったときに、油のある葉はあまり色

が変わらないが、油の無い葉は、㯮っぽい

千葉県科学論文展 千葉県総合教育センター所㛗賞 
 

すてきなリースを作ろう 

㹼ずっときれいなはっぱとボロボロになるはっぱのちがい㹼 
 

千葉市立緑町小学校 
第㸰学年 小橋 力輝 

㹙資料１㹛葉の油分で表面が光っている 



色に変わることがわかった。さらに、葉の

表㠃に毛が多く生えた葉をマイクロスコー

プで見ると、毛で葉の中身がよく見えなか

った。 

 

(2) フワフワの毛が生えている葉には虫㣗い

がないことに気付いた。そこで、ダンゴム

シの入った㣫育ケースに 12種㢮の葉を入

れ、ダンゴムシが㣗べるかどうか調べた。

毛が生えている葉は、その生えている毛を

㣗べられていることがわかった。マイクロ

スコープで観察した結果も合わせると、ダ

ンゴムシに㣗べられていない葉は、①葉に

油分がある、②葉脈がある、③葉に毛が生

えている、という共通の特徴があることが

わかった。また、グループ㸯の葉にだけ、

透明な膜があることにも気付いた。今回の

実㦂では、葉が枯れないように㟝吹きで水

をあげていた。また、ダンゴムシが㣗べた

かどうか比較できるように、同じように㟝

吹きで水をあげた葉を用意した。すると、

水をあげると色の変わる葉があることがわ

かった。 

 

(3) お父さんがもらってきた花をドライフラ

ワーにした。水分が多い花は、乾燥するの

に時㛫がかかり、その㛫に腐ってしまうこ

とがわかった。ドライフラワーを作る㝿に

は、水分の少ない花を㑅ぶとよさそうだと考えた。 

 

(4) ドライフラワーの実㦂をもとに、リースに使う葉も水分が少ないものの方がよいのではな

いかと考え、12日㛫乾燥させ㔜さを比べてみることにした。すると、葉に油分のある葉

は、乾燥前後の㔜さにあまり変化がなかった。このことから、葉の油分は水分の乾燥を㜵い

でいることがわかった。 

 

(5) 花屋に行った㝿に、「多年草」という種㢮の植物があることを知った。お母さんに「多年

草」について聞いてみると、「多年草は何年も枯れない植物」ということを教えてくれた。

そこで、庭に生えている植物に多年草のものがあるかどうか、図㚷を使いながら調べた。す

ると、今回の研究で使用した植物は、多年草か樹木の葉であることがわかった。さらに多年

草と樹木の葉の中でも、特に常緑のものがリース作りに㐺しているのではないかと考えた。 

㹙資料２㹛葉が毛で覆われているラムズイヤー 

㹙資料㸱㹛ラムズイヤーの毛を食べているダンゴムシ 

[資料㸲]グループ１の葉の表面 

透明な膜が、はっきりと見え

ている。 



 

(6) 葉に油分のある葉はリース作りに㐺しているので、さらに油分をつけたらもっと葉をきれ

いに㛗持ちさせられるのではないかと考えた。オリーブオイルをつけると、色が㯮くなった

り縮んだりした。他にも、ハンドクリームやレザーオイルなどでも実㦂したが、どれも失敗

してしまった。 

 

(7) 多肉植物を観察していると、触った感じが変わっていくことに気付いた。白い粉がとれる

とベトベトした手触りに変わる。また、新しく生えた根に水を含ませたスポンジをつけたと

ころ、他の植物と比べて枯れなかった。スポンジごとリースに付ければ、多肉植物を生きて

いる状態のままでリースにできるのではないかと考えた。 

 

㸲 研究の成果 

  本研究の成果をもとに、いつまでもきれいな状態の㸳種㢮のリースを作成した。 
(1) ヘデラとローリエで作った、毎日㟝吹きすればツヤツヤのリース 

(2) ラムズイヤーとシロタエギクで作った、毛で覆われた白くてフワフワのリース 

(3) スポンジに付け、ずっと生きているようにした多肉植物のリース 

(4) ドライフラワーを使ったリース㸦㸰種㸧 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸳 指導と助言 

  初めに葉を触ったり、また乾燥させたりして観察した結果から、生じた疑問をもとに実㦂や観察

を行っている。疑問を深く掘り下げ、根気強く実㦂や観察を行い、結果・考察を写真や表を使い、

わかりやすくまとめられている点が素晴らしい作品である。  㸦指導教諭  安㐩 千愛美㸧 

㹙資料㸶] (4)のリース 

㹙資料㸳㹛(1)のリース      㹙資料㸴㹛(2)のリース      㹙資料㸵㹛(3)のリース 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
㸯 ◊✲の動機や┠ⓗ 

  ẕが台ᡤでキウリを使ったᩱ⌮をしているとき、⓶ᘬき㸦ピーラー㸧でキウリの⓶をᘬくと⓶が

Ỉの中に入った。それをしばらくぢていると、⓶が反り㏉った。そこで、どんな᮲件のときにどの

ように反り㏉るのか、また、反り㏉る仕⤌みをㄪべることにした。さらに、台ᡤのㄪ味ᩱを使った

Ỉ⁐ᾮでは、キウリの⓶はどのような反り㏉り᪉をするのかもㄪべることにした。 
 
㸰 ◊✲の内容と方ἲ 

(1) 基ᮏとなる⓶の᮲件を定める実㦂について 

ピーラーでキウリの⓶をᘬき、ᖹ均ⓗな⓶の厚さやᖜ、変化の出やすい㛗さ、Ỉにᾐす᫬㛫を

ㄪべた。 

  
 
 
 
 
 
 

(2) キウリの⓶を␗なる㛗さでỈにᾐす実㦂について 

⓶の㛗さを 5cm・10cm・15cmと変化させることで、反り㏉り具合に㐪いがぢられるか実㦂した。 

(3) キウリの⓶を␗なるᖜでỈにᾐし、反り具合と㔜さをㄪべる実㦂について 

⓶のᖜを半分㸦5mm㸧・1cm と変化させることで、反り㏉り具合と㔜さに㐪いがぢられるか実㦂

した。 

(4) キウリの⓶を␗なる厚さでỈにᾐし、反り具合と㔜さをㄪべる実㦂について 

⓶の厚さを 2mm・4mm・6mmと変化させることで、反り㏉り具合と㔜さに㐪いがぢられるか実㦂

した。 

(5) キウリを㒊位ごとに分け、Ỉにᾐしたときの反り㏉り具合をㄪべる実㦂について 

キウリの㒊位を元・中央・先の㸱㒊位に分けた⓶を⏝ពし、Ỉにᾐしたときに㐪いがぢられる

か実㦂した。 

(6) ᡂ⇍具合の␗なるキウリの⓶をỈにᾐし、反り㏉り具合をㄪべる実㦂について 

ⱝいキウリの⓶と⇍したキウリの⓶を⏝ពし、反り㏉り具合に㐪いがみられるか実㦂した。 

(7) キウリの⓶をᾐすỈの ᗘを変えたときの反り㏉り具合と㔜さの変化をㄪべる実㦂について 

キウリの⓶をᾐすỈの ᗘを 10℃・30℃・50℃と変化させることで、反り㏉り具合と㔜さに㐪

千ⴥ┴⛉学ㄽᩥ展 ㄞ売᪂⪺♫㈹ 
 

キウリの⓶をỈにひたすとなぜ反り㏉るのか 
 
 

千ⴥᕷ❧宮㔝ᮌ小学ᰯ 
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㹙㈨料㸯㹛 キウリの⓶をとる様子 



いがぢられるか実㦂した。 

(8) キウリの⓶の⾲⓶をはがした㝿、今までの実㦂と変化が出るかㄪべる実㦂について 

キウリの⓶の⾲⓶をはがしてỈにᾐすと、反り㏉り具合や㔜さの変化が今までの実㦂⤖ᯝと␗

なってくるのか☜かめた。 

(9) 㢧ᚤ㙾を使って、キウリの⓶の⣽⬊をㄪべる実㦂について 

Ỉにᾐす前のキウリの⓶と、Ỉにᾐして 30 分が⤒㐣したキウリの⓶の⣽⬊を㢧ᚤ㙾でぢた㝿

に、変化がぢられるかどうかㄪべた。 

(10) ㄪ味ᩱを⁐かしたỈ⁐ᾮにキウリの⓶をᾐす実㦂について 

㓑・◁⢾・㣗塩を⁐かしたỈ⁐ᾮにキウリの⓶をᾐし、反り㏉り具合と㔜さの変化をㄪべた。 

 
㸱 ◊✲の成果とまとめ 

(1) 基ᮏとなる⓶の᮲件を定める実㦂について 

ピーラーでキウリの⓶をᘬくと、ᖹ均ⓗな厚さは 1mm、ᖜは 1.2㹼1.4cmになったため、実㦂で

使⏝するものは厚さ 1mm、ᖜ 1cmとした。また、㛗さはỈにᾐしたときの変化が安定していたこ

とから 10cmとする。Ỉにᾐす᫬㛫は、30分を㐣ぎると反り㏉りの変化が小さくなることから 30

分とする。 

(2) ␗なる㛗さのキウリの⓶をỈにᾐす実㦂について 

⓶が㛗いものほど、反り㏉り具合が大きい。᫬㛫の⤒㐣に対する反り㏉り具合は、どの㛗さで

も᭱初の㸳分が一␒大きい。᫬㛫の⤒㐣に対する㔜さの増え具合もㄪべてみると、Ỉに入れてか

らの㸳分が大きく増え、そのᚋはゆるやかに増える。また、㛗いものほど᫬㛫の⤒㐣とともに㔜

さが増え⥆ける。 

 
 
 
 
 
 
 

(3) ␗なるᖜのキウリの⓶をỈにᾐし、反り具合と㔜さをㄪべる実㦂について 

反り㏉り具合は、ᖜを変えても大きな㐪いが出ないことが分かった。また、ᖜ㸳mmの᪉が㔜く

なるのにかかる᫬㛫が▷く、ᖜ㸯cmの᪉が㔜くなるのに᫬㛫がかかることが分かった。 

(4) ␗なる厚さのキウリの⓶をỈにᾐし、反り具合と㔜さをㄪべる実㦂について 

キウリの⓶がⷧいほどよく反り㏉る。厚いほど反り㏉りが小さいが、㛗い᫬㛫反り㏉りが⥆く。

また、ⷧい⓶は㔜くなるのにかかる᫬㛫が▷く、厚い⓶は㔜くなるのにかかる᫬㛫が㛗くなる。 

(5) キウリを㒊位ごとに分けた⓶をỈにᾐし、反り㏉り具合をㄪべる実㦂について 

キウリの元の᪉はあまり反り㏉らず、中央や先の㒊分は反り㏉りが大きくなることが分かった。 

(6) ᡂ⇍具合の␗なるキウリの⓶をỈにᾐし、反り㏉り具合をㄪべる実㦂について 

ⱝいキウリの⓶は▷᫬㛫で大きく反り㏉り、そのᚋは反り㏉りが小さい。⇍したキウリの⓶は

ゆっくりと反り㏉り、Ỉにᾐして 30分くらい⤒㐣すると、ⱝいキウリと同じくらい反り㏉ること

が分かった。 

㹙㈨料㸰㹛 キウリの⓶の様子 



(7) Ỉの ᗘが␗なるỈにキウリの⓶をᾐし、反り㏉り具合と㔜さの変化をㄪべる実㦂について 

Ỉ  30℃が一␒よく反り㏉り、Ỉ が低い 10℃は一␒反り㏉りが小さくなる。50℃とỈ が㧗

くなっても反り㏉りは少し小さくなる。 

   また、Ỉ  30℃では一␒㔜さが増えるが、Ỉ  10℃と 30℃では㔜さの変化が同じくらいだっ

た。 

(8) キウリの⓶の⾲⓶を剥がした㝿、今までの実㦂と変化が出るかㄪべる実㦂について 

⥳の⾲⓶を剥がした⓶は、Ỉにᾐしてもほとんど反り㏉らないことが分かった。また、㔜さは

30分の㛫で多少増えたりῶったりするが、᭱⤊ⓗにはわずかに㔜くなった。 

(9) 㢧ᚤ㙾を使って、キウリの⓶の⣽⬊をㄪべる実㦂について 

① キウリの⓶を⦪に切った⣽⬊をぢたとき 

    Ỉにᾐす前は、⣽⬊と⣽⬊が㞄同士でしっかりとくっついて固く⤖びついている。30分Ỉに

ᾐして反り㏉った⓶の⣽⬊は、Ỉにᾐす前よりも大きく⭾らんでいて、⣽⬊と⣽⬊の㛫に㝽㛫

ができ、全体が大きくなっている。 

② キウリの⓶をᶓに切った⣽⬊をぢたとき 

    Ỉにᾐす前、⥳の⾲⓶に㏆い㒊分は小さい⣽⬊がぎっしりとワまっていて、⓶の内側では少

し大きな⣽⬊がぎっしりとワまっている。30分Ỉにᾐした⓶は、⥳の⾲⓶の㒊分は少し⣽⬊が

⭾らんでいるが、まだぎっしりとワまっていてᙉく⤖びついている。しかし、内側の⣽⬊はふ

くらんでいて、⣽⬊と⣽⬊の㛫に㝽㛫ができている。 

 
 
 
 
 
 
 
   これらのことから、キウリの⓶が反り㏉るのは外側の⣽⬊はあまり大きくならず、内側の⣽⬊

が大きく⭾らむためだということが分かった。 

(10) ㄪ味ᩱを⁐かしたỈ⁐ᾮにキウリの⓶をᾐす実㦂について 

⃰ᗘの低いỈ⁐ᾮでは、㸳分㹼10 分の㛫で少し反り㏉っても、そのᚋは反り㏉らず、Ỉ⁐ᾮ

から出すとᰂらかくなりすぎていて、反り㏉り具合のィ はできなかった。また、⃰ ᗘの㧗いỈ

⁐ᾮでは反り㏉らないことが分かった。 

㔜さは、⃰ᗘの低いỈ⁐ᾮの場合、᭱初の㸳分㹼10 分までは㔜くなるが、そのᚋは㔜さがῶ

ってしまう。また、⃰ᗘの㧗いỈ⁐ᾮでは㔜くならず、しばらくすると㔜さがῶる。 

このことから、⣽⬊や⣽⬊の周りからỈ分がỈ⁐ᾮの中にᰁみ出してしまい、反り㏉らないこ

とが分かった。 

 
㸲 指導と助ゝ 

実㦂の᮲件を一つずつ変化させ、実㦂を㔜ねることで、Ỉと⓶の反り㏉り具合の㛵係には、キウ

リの⣽⬊が含むỈの㔞が㛵係しているとゎ᫂することができた。今ᚋも、㌟㏆な␲問に対する᥈✲

ᚰをᣢち⥆けてほしい。                     㸦ᣦ導ᩍㅍ 保⏣  子㸧 

㹙㈨料㸱㹛水にᾐす前の⣽⬊の≧態 㹙㈨料㸲㹛 30分水にᾐした後の⣽⬊の≧態 
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泡ってスゴイ㸟㸟 
㹼モコモコ泡立つシャンプーそうちを作ろう㹼 

 
  千葉市立花園小学校 

第㸱学年 谷 㱟之介 
 

㸯 研究の動機や目的 

シャンプーを泡立てるのがあまり上手ではなく、どうしたらテレビ㹁㹋のような大きくてモコモ

コな泡が作れるのか疑問に思い、調べようと考えた。 

  
㸰 研究の方法と内容 

㸺事前調査㸼 

泡を作るのに必要な条件を調べる。 

 

㸺実㦂㸼 

  水 400㹫Lにスプーン㸯杯の泡立つもの㸦石㮯、洗濯用洗剤、シャンプー、㣗器用洗剤、ボディ

ーソープ㸧を入れて 100回かき混ぜる実㦂を基本とする。 

(1) 液体を変えて、泡の作られ方を調べる。 

   塩水、砂糖水、炭酸水、ぬるま湯㸦40度㸧、氷水の㸳種㢮で実㦂する。 

(2) 泡立て方を変えて、泡の作られ方を

調べる。 

   ペットボトルで振る、泡だて器でか

き混ぜる、スポンジでかき混ぜる、ス

トローを液体に入れて吹くという㸲つ

の方法で実㦂する。 

(3) 泡の壊れ方を調べる。 

   自然に泡がなくなるのを待つ、蛇口 

から直接 400㹫Lずつ水を加えて壊

す、計量カップで 400㹫Lずつ水を加

えて泡を壊す、蛇口からの水で壊れた

のと同量の水を一気に入れて壊すとい

う㸲つの方法で実㦂する。 

 

㸺最終実㦂㸼 

ポンプの構造を調べ、実㦂結果を生かして理想の泡立つシャンプーそうちを作る。 

 

 

 

㹙図㸯㹛 実㦂の手㡰 



㸱 研究の成果とまとめ 

㸺事前調査㸼 

  泡立つためには、界㠃活性剤によって表㠃張力のはたらきが弱まり、気泡が安定して泡がで

きることが必要である。しかし、それは水に対して十分な量の泡立つものが溶けている場合で

あり、泡立つものの量が少なければいくらかき混ぜても泡立たない。逆に、十分な量が溶けて

いても、㟼かに置いておくだけでは泡立たない。つまり、シャンプーをよく泡立たせるために

は、十分な量の水と十分な量のシャンプーとそこに空気を取り込む力が必要である。 

 

㸺実㦂㸼 

(1) ただの水よりも、ぬるま湯がよく泡立った。お㢼呂など、温かいお湯で使うことが多いの

で、お湯で一番泡立つように作られているのではないだろうか。砂糖水でもよく泡立った。こ

れは、洗剤の界㠃活性分子と砂糖水の㧗親和性のためだそうである。反対に塩水は泡立ちが悪

かった。塩水は中和されて界㠃活性作用が弱くなるそうである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

(2) ペットボトルで振ったり、ストローで吹いたり、スポンジを使ったりするとよく泡立った。 

これは、水の表㠃に空気をたくさん取り込むと泡立つという、条件どおりであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 水を足していくと泡が壊れるが、足し方によっては、空気を取り込んで泡が一度大きくなっ

てから壊れる場合があった。泡立つには十分な水が必要だが、泡ができあがった後に水分が多

いと、泡が壊れやすくなるのではないか。 

㹙図㸲㹛スポンジで泡立てた時の泡の㧗さ 㹙図㸱㹛振って泡立てた時の泡の㧗さ 

㹙図㸰㹛水で泡立てた時の泡の㧗さ 㹙㈨料㸯㹛石㮯の実㦂結果 



㸺最終実㦂㸼 

(1) ぬるま湯㸦38㹼40度㸧を使う。 

   砂糖水でも泡立ったが、㢌を洗うとベタベ

タしそうなのでお湯を使用する。 

(2) ストローで吹いて泡立てる。 

   一番泡立ったのはペットボトルを振る実㦂

であったが、毎日振るのは疲れるので、スト

ローで吹く。液体に空気を送り込むにはスト

ローで吹くのが便利である。 

(3) スポンジや体を洗うタオルを使う。 

   メッシュ機能の代わりにスポンジやタオル

を使えば、きめの細かい泡が作れるのではな

いか。 

 

㸲 考察 

○ ストローを㸳本使って吹けば、㸳倍の力が 

出るかと思ったが、㸳本を口でくわえて吹く

ことが難しく、一気に空気を送り込めず、失

敗だった。 

○ タオルを重ねれば重ねるほど、きめの細か

い泡になったので、16枚でも行ってみた

が、肺活量が足りなくて、泡が出るほど吹け

ず、失敗だった。16枚のタオルをおさえな

がら吹くのも難しかった。 

○ 小学校㸱年生モデルの子供が泡立てるためには、ストロー㸯本で、タオル㸶枚、スポンジを

タオルの下に入れる組み合わせが一番バランスが良い。大人モデルならば、タオルを 16枚にす

ると、バランスが良い。 

 

㸳 指導と助ゝ 

  細かい条件を整えながら、多くの実㦂を通して泡立つ条件を明らかにしたすばらしい研究であ

る。今後も、身近な疑問に対して自分なりに考え、追究していくことを期待する。 

㸦指導教諭 福川 昌俊㸧 

㹙図㸵㹛理想のシャンプー装置 

㹙図㸴㹛ィ㔞カップで水を入れた時の泡の壊れ方 

㹙図㸶㹛最終実㦂の考察 

㹙図㸳㹛蛇口から直接水を入れた時の泡の壊れ方 㹙図㸴㹛ィ㔞カップで水を入れた時の泡の壊れ方 



 
㸯 ◊✲の動機や┠的 

  本で、背の低い小さなあさがおを作ることができるということを知り、実㝿にできるのか育てて

調べてみたいと思った。また、種をまくときの種の向きや、種の下処理をかえることで発芽が早く

なると書かれていたので、試してみたいと思い研究を行った。 

 

㸰 ◊✲の内容と方法 

(1) 「へそ」の向き㸦種を蒔く向き㸧の実㦂 

(2) 根の生え方の実㦂 

(3) 根の㛗さの実㦂 

(4) からやぶりのめ㸦芽㸧の実㦂 

(5) め㸦芽㸧が出る早さの実㦂 

(6) 太㝧に向くかの実㦂㸦あさがお㸧 

(7) 太㝧に向くかの実㦂㸦カイワレダイコン㸧 

(8) 小さなあさがおにする実㦂 

(9) 花が㸯つのあさがおを作る実㦂 

(10) 花が㸰つのあさがおを作る実㦂 

(11) 茎の色の実㦂 

(12) あさがおを寝かせない実㦂   ・夜に咲く花㸦ユウガオ㸧の観察 

 

㸱 ◊✲の成果 

(1) 種の「ヘソ」の㒊分を上向きと下向きでまき、発芽の早さを比べると、下向きにした方が早く

発芽した。また、「ヘソ」を上向きに蒔いた種は、からを付けたまま発芽した。からは手で取ろう

としても、かたくて取ることができなかった。 
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㹙㈨料㸯㹛実㦂㸯の内容 



(2) ㏱明カップの中で育て根を観察した。まず、太い根が伸び、

その後太い根の横から細いくねくねした根がたくさん伸びてい

た。根は地㠃の上に出ている㒊分より、もっと㛗く地下に伸び

ていた。 

(3) ㏱明カップの中からあさがおを出して根の㛗さを測った。地

㠃の上に出ている㒊分が㸳、㸴㎝ほどでも、根は㛗いもので 30

㎝㏆くあった。根はまっすぐに生えるのではなく、カップの底

でぐるぐると巻かれていた。 

(4) からを被っため㸦芽㸧は、なかなかからが取れず、葉が出てこられなかったり、栄㣴が㊊りな

いことにより枯れてしまったりした。

また、からが取れて葉が出ても、小さ

く育ってしまうことが分かった。 

(5) ①何もしない種、②一晩水につけた

種、③傷を付けた種、④傷を付けて、

一晩水につけた種の㸲種㢮をまき、発

芽の早さ、様子を比べた。その結果、

②が最も早く発芽した。①は、全ての

種が発芽するのに最も時㛫がかかっ

た。また、③は、他のものより少し育ちがよかった。 

(6) 太㝧の方を向いため㸦芽㸧を、太㝧と反対向きに置き換えたところ、㸰、㸱日で太㝧の方に向

いた。 

(7) 同じような実㦂をカイワレダイコンでも行うと、あさがおと同じように㸰日後に太㝧の方を向

いた。㸰つの植物とも、ゆっくりとだが、太㝧を㏣いかけるように向きを変えることが分かった。 

(8) 㸯枚目の本葉が出る前のあさがおに、午後㸲時に箱をかぶせて「寝る時㛫」㸦光が当たらない時

㛫㸧が 16時㛫と㛗いものと、自然のままの 10時㛫のものと成㛗の様子を㸴日㛫比㍑した。光が

当たらない時㛫が㛗いものは、背の低いまま㏻常より早く花が咲いた。つぼみが一つ付くと、そ

の周りに次々と新しいつぼみが付いた。あさがおは、秋になったとかんちがいして、早く種を作

ろうと成㛗が早まったと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(9) 㸯枚目の本葉が出る時に、葉のめ㸦芽㸧を取り、花のめ㸦芽㸧だけを残して他を切り取ると、

花が一つだけのあさがおが育った。(8)、(9)の方法で、背が低く、花が一つだけのあさがおを育

㹙㈨料㸱㹛㸲✀㢮の✀をまいた実㦂の様子 

㹙㈨料㸰㹛根のほ察の様子 

㹙㈨料㸲㹛咲き方の㐪いの実㦂内容 



てることに成功した。㣴分が㞟中した

のか、花は大きく、茎は太く育った。 

(10) 本葉のめ㸦芽㸧を切り取り、㸲、

㸳日㛫は 1 日につき 16 時㛫箱を被

せ、その後自然に育てた。その結果、

花のめ㸦芽㸧が㸰個付いたものが㸰つ

できたが、どちらも一方のめ㸦芽㸧が枯れてしまった。栄㣴を片方の花のめ㸦芽㸧に取られてし

まっているように見えた。 

(11) くきの根本が白っぽいものと㉥っぽいものを㸲本ずつ植えて、花の色を観察した。その結果、

どの白っぽい茎も全てピンクの花を付け、どの㉥っぽい茎もすべて紫の花を付けた。また、茎が

薄く㉥かったり、緑色の茎はピンク色の花を付けたりした。茎の色で花の色を見分けることがで

きた。 

(12) 実㦂(8)と㏫に、夜㛫も光を当て光が当たる時㛫を㛗くした。その結果、ツルは伸びるが、つ

ぼみはできず花も咲かなかった。 

午後から夜に咲くユウガオを育て、観察し、記㘓を取ってまと

めた。ユウガオは、夜の㸷時に花が㛤いており、翌日の朝㸵時には、

㛢じていた。また、オシロイバナは、夕方㸳時半㐣ぎには花が㛤き、

朝㸷時でもまだ花は㛢じていた。あさがおのように、植物の花は朝

に咲くとは㝈らず、植物によって咲く時刻が㐪うことが不思議だと

思った。 

 

㸲 ◊✲のまとめと今後のㄢ㢟 

あさがおの「寝ている時㛫」を調整すると、小さく早く咲くあさが

おを作ることができた。 

 花が 1つのものは成功したが、㸰つのものは失敗したので成功させ

たい。また、夕方になると紫色の花がピンク色に変わったのが不思議

だったので調べてみたい。 

 

㸳 指導と助ゝ 

たくさんの種を蒔いてデータを取り、根気よく丁寧に観察して検証しているのがすばらしい。写

真や図を使ってわかりやすくまとめた点もよい。今後の課㢟と考えていることについて、観察を続

け変化を発見して、自分の考えの発展ができるようになることを期待している。 

㹙㈨料㸳㹛ⴥのⱆを取った実㦂 

㹙㈨料㸴㹛実㦂 10の内容 

㹙㈨料㸵㹛まとめの内容 

㸦指導教諭 久米村 㯇美㸧 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
㸯 研究の動機 

  去年、リビングに置きっ放しにした㣗べかけのゼリーに、アリが㞟まっていたことがあった。ア

リは一体、どのようにして家の中にあるゼリーを見付けたのだろうか。目で見て探したのか、それ

とも匂いを嗅いで探したのか、実㦂を㏻して調べることにした。 

  「アリはどのようにしてエサを探しているのか」という疑問を解明し、そこから、アリの家屋へ

の侵入を㜵ぐ方法を考えていくことにした。 

 

㸰 研究の内容と方法 

 (1) アリはエサを匂いで探すのか、目で見て探すのかを調べる。 

  ① 方法 

    小さな穴を㛤けたアルミホイルで昆虫ゼリーを包み、匂いはするが目には見えない状態にし

たエサと、サランラップで昆虫ゼリーを包み、目には見えるが匂いはしないエサの二種㢮を庭

に置き、アリがどちらに㞟まるのかを調べた。 

  ② 結果と考察 

    アルミホイルで包んだゼリー、サランラップで

包んだゼリーの両方ともにアリが㞟まったが、ア

ルミホイルで包んだゼリーの方がたくさんのアリ

が㞟まってきた。このことから、アリは匂いを㢗り

にエサを探していることが分かった。 

サランラップで包んだゼリーにもアリが㞟まっ

たのは、人㛫には感じられないくらい微かな匂いが漏れていたからだと考えられる。このこと

から、アリは匂いを感じる力が人㛫よりも強いことも分かった。 

しかし、今回の実㦂では、庭にゼリーをただ置くだけだったので、アリにとっては、ゼリー

を探しやすかったと考えられる。例えば、迷路のような複㞧な場所にあるエサでも、アリは匂

いを㢗りにエサを探し出せるのかという疑問が湧いたので、検証することにした。 

 

 (2) アリは匂いを㢗りに、どこまでエサを探せるのかを調べる。 

  ① 方法 

    迷路のゴール地点に昆虫ゼリーを置き、迷路内にアリを㸳匹放す。アリが迷わずに昆虫ゼリ

ーに辿り着けるかを調べた。 
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千葉市立宮㔝木小学校 
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㹙図㸯㹛アルミホイルに㞟まるアリ 



② 結果と考察 

    全てのアリが昆虫ゼリーに辿り着いたことから、

アリは、複㞧な場所にあるエサでも、匂いを㢗りに

探すことができると分かった。しかし、全てのアリ

が昆虫ゼリーに辿り着くまでに㸰時㛫以上かかり、

真っ直ぐに昆虫ゼリーに向かうこともなかった。こ

れは、アリが少数だったことが原因なのではないか

という疑問が残ったので、検証することにした。 

 

(3) アリは複㞧な迷路の中にあるゼリーを見付けることができるか調べる。㸦庭にゼリーを置いて㸧 

 ① 方法 

   迷路のゴール地点に昆虫ゼリーを置き、スタート地点にアリが入れるような入り口を作る。

庭に迷路を置き、アリが正しい㐨㡰で昆虫ゼリーまで辿り着くことができるか調べる。 

 ② 結果と考察 

   たくさんのアリが昆虫ゼリーに㞟まったことか

ら、アリは複㞧な場所にエサがあっても、匂いを㢗

りにエサを見つけ出すことができると分かった。こ

のことから、アリの嫌がりそうな臭いでエサを囲ん

でしまえば、例えエサがあったとしても、アリの侵

入を㜵ぐことができるのではないかと考え、検証す

ることにした。 

   また、今回の実㦂では、エサを見付けたアリが迷

わずに迷路から出て行ったり、アリ同士が㢦を近付けて話をしているような仕草を見せたりし

ている姿が何度も見られた。このことから、アリは㐨標のような物を使っていて、それを仲㛫

に知らせることができるのではないかと考えた。 

 

 (4) アリの嫌がりそうな臭いを使えば、アリの侵入を㜵ぐことができるか調べる。 

① 方法 

アリの嫌がりそうな臭いがする物㸦マッキーペンのインク、マニキュア、㝖光液、㓑、か

らし、虫㝖けスプレー㸧でゼリーを囲うことで、アリがゼリーに近付くことを㜵げるか調べ

る。本当に臭いでアリの侵入を㜵いでいるのか分かるように、すぐ横には臭いで囲っていな

いゼリーを置き、アリの㞟まり方を比較する。 

   ② 結果と考察 

     マッキーペンのインク、㝖光液、マニキュア、

からし、虫㝖けスプレーの臭いで囲んだゼリーに

は近付けなかったことから、アリは苦手な臭いの

するところには侵入できないことが分かった。

㸦㓑の匂いは好きなようで、アリが㞟まり、㓑を

㣧んでいた。㸧 

しかし、時㛫が経って臭いの元が渇いてしま     

㹙図㸰㹛迷路内のゼリーに㞟まるアリ 

㹙図㸱㹛匂いを㢗りにエサを探すアリ 

㹙図㸲㹛インクの中には入れないアリ 



うと臭いが弱くなってしまい、アリが侵入できるようになってしまう。家の中への侵入を㜵

ぐには、臭いの元が㛗時㛫乾かないようにする工夫が必要になることが分かったので、検証

することにした。 

 

(5) アリの嫌がる臭いを㛗時㛫出し続ける工夫をして、アリの侵入を㜵ぐことができるか調べる。 

  ① 方法 

    㝖光液を入れたペットボトルの先端に、㛗く伸ばした包帯の先を入れ、包帯が常に㝖光液で

濡れている状態にする。その包帯でゼリーを囲むことで、アリの侵入を㛗時㛫㜵ぐことができ

るか調べる。 

  ② 結果と考察 

    㸶時㛫以上アリの侵入を㜵ぐことができたことから、アリ

の苦手な臭いを出し続けることで、アリの侵入を㛗期㛫に渡

り、㜵ぐことができると分かった。 

    しかし、今回の実㦂で行った方法では、㸯日ももたずにア

リが侵入してきてしまった。実㝿に家の中に侵入してくるア

リを完全に㜵ぐには、効果が数日㛫持続するような工夫をし

なければならない。 

 

 

㸱 研究の成果とまとめ 

  アリとにおいの㛵係を追究する実㦂、観察を繰り返すことで、

以下のことがわかった。 

 (1) アリは匂いを㢗りにエサを探している。 

(2) アリは匂いを感じる力が強く、複㞧な場所にあるエサでも見付けることができる。  

 (3) アリは嫌いな臭いで囲まれているところには侵入することができない。  

 

㸲 研究の感想と今後の課㢟 

  今回の研究を㏻して、アリは嫌いな臭いで囲まれている場所には侵入できないことが分かった。

しかし、数日㛫に渡って臭いを出し続けることはできなかったので、今後は、より効果的で㛗期㛫

持続するような、アリの侵入を㜵ぐ㐨具を考えていきたい。また、アリは㐨標のような物を使うこ

とで、仲㛫にエサまでの㐨㡰を知らせることができるのかもしれない。そのことについても、今後、

さらに調べていきたい。 

 

㸳 指導と助言 

  様々な実㦂を㏻して、アリの嗅覚について解明することができた。今後は、今回の研究を㏻して

生まれた新たな疑問の解明に期待している。 

㸦指導教諭 石原 秀廉㸧 

㹙図㸳㹛除光液で囲まれたゼリーに

はアリは㞟まらず、その㞄の

ゼリーにアリが㞟まる様子 



 
 
 
 
 
 
 
 
㸯 ◊✲の動機や目的 

  㸱年生の⮬由研✲では、土に住む生物✀や土と生き物の㛵係についてㄪべた。昨年度の研✲から

土は、⮬分たちの生活と㛵わりが深いことを感じ、土砂崩れが㉳きない土はどんな土なのかをㄪべ

た。今年は、「土が持っている力」についてヲしくㄪ査することとした。 
 
㸰 ◊✲の方法と内容 

(1) ほ察する土を㞟める                    

   土壌の✀㢮について事前にㄪべ、13✀㢮の土を実㝿に準備

した。10✀㢮の市㈍の土はホームセンターから、㸱✀㢮の⮬

然の土は昨年の研✲の㝿に土を採取した場所から用意した。 

 (2) ほ察する土のグ㘓                     

   ほ察日時、土の名前、土のⰍ、ゐった感じ、におい、◳さ、

などの㡯目についてグ㘓⾲を作成し、ほ察を⾜った。 

 (3) 土の拡大ほ察 

マイクロスコープを使用し、㞟めた土の形や大きさなど    

をヲしくㄪべた。 
  (4) 土の中の泥と砂、石の㔞ㄪ査                

   水の濁りが無くなるまで土を洗い、乾燥させた後、あらさ

㸰㎜のふるいで砂と石を分け、泥と砂、石の含有㔞を測定した。   
(5) 土の排水力・保水力ヨ㦂                    

   土をコーヒーフィルターに入れ、水をゆっくりとそそぐ。 流れ出た水の㔞の⤒時変化を測定
し、排水力をㄪ査した。保水力ヨ㦂は、排水

力ヨ㦂で使用した水を含んだ土の㔜さの⤒

時変化を、最㛗 10日にわたり測定すること

でㄪ査した。 
 (6) 水の浄化力ヨ㦂                  

    土の中に㓑や水㐨水、洗剤など㸳✀㢮の

液体を流し、土に浄化力があるかどうか pH

測定器、土壌導率ィを用いてㄪべた。 
    また、㟷い⤮具の水溶液に 13✀㢮の土を

入れよくかきまぜ、Ⰽの変化をほ察した。 
 

千ⴥ県⛉学ㄽ文展 優⚽㈹ 
 

㌟㏆な土のほ察 Part2 
㹼土が持っている力㹼 

千ⴥ市❧⨾浜打瀬小学校 
➨㸲学年  矢澤 慶一 

㹙㈨料㸯㹛使用した土をまとめた⾲ 

㹙㈨料㸰㹛土◁崩れ実㦂の様子 



(7) 土砂くずれヨ㦂 
 ペットボトルに水と土を入れよくかきまぜ、うわ水が㏱明になってから、何度傾けると土が崩

れるのか、どの㒊分から土砂崩れがおきるのか、ということを土の✀㢮ごとにㄪべた。㸦㈨料㸰㸧 
(8) 土が気温㸦地温㸧を下げる力のㄪ査                    

  乾燥した土と濡れた土で、⾲㠃から㸯cmの地温を時㛫ごとに測定した。同様に土の✀㢮を変え

てのㄪ査も⾜った。 

(9) 土の土性区分㸦土の手ゐり㸧ㄪ査 

  土に水を少㔞加えて指先でこねて伸ばすとさまざまな形になる。その形の㐪いから目にぢえな

い⣽かな⢓土や砂の含有㔞などを推定した。あわせて土の感ゐも☜かめ、土ごとに比㍑した。 

 

㸱 ◊✲の⤖果とまとめ 

(1) ほ察⤖果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㹙㈨料㸱㹛㞟めた土の特徴 㹙㈨料㸲㹛土の拡大ほ察 㹙㈨料㸳㹛土の中の◁と▼のㄪ査 

㹙㈨料㸴㹛土の排水㔞ヨ㦂 㹙㈨料㸵㹛土の保水力 㹙㈨料㸶㹛水の浄化力ヨ㦂 

㹙㈨料㸷㹛土◁崩れヨ㦂⤖果 㹙㈨料 10㹛土の温度測定⤖果 㹙㈨料 11㹛土性区分ㄪ査 



(2) 研✲のまとめ 

①土のでき方でⰍや形、大きさ、㔜さなど、土が持つ力

が大きく異なる。 

②土は石や砂だけでなく、㠀常に⣽かな⢓土からでき

ている。⣽かな⢓土を多く含む土は水を浄化する働

きがある。 

③⣽かな⢓土は砂の⢏をくっつけて、土の塊を作る力

を持っている。 

④土の保水力と排水力、両方の性㉁をあわせもつ土も

ある。 

⑤Ⰻい土というのは、生き物が住みやすい土であり、土

性判定法では「土壌」にあたる土が最もバランスがⰋ

いことが分かった。加えて、直接ゐって気持ちのⰋい

土がⰋい土であることに気付いた。    

 

㸲 ◊✲の感想と今後のㄢ㢟 

  土は地球温暖化を㐜らせる力を持っていると思った。

植物が二㓟化炭⣲を㓟⣲に変えるとともに、根やⱼとし

て炭⣲を⵳える力があるのなら、「地上で植物をどんどん

栽培して、地下深くにⲡ木を保⟶したらどうか」という

⪃えをもった。土砂崩れの㉳きにくい土は、いろいろな

大きさの砂や⢓土がバランスⰋく混ざっていて、さらに

植物の根が入っている「生き物が暮らす生きた土」であ

ることだとわかった。しかし、土を強くするだけでは、

㏆年の㞟中㇦㞵による土砂崩れは㜵げない。事前の㜵災

活動や地球温暖化対⟇を少しでも㐍めることが㔜せであ

ると感じた。 

  来年は日本の代⾲的な「⮬然の土㸦生きた土㸧」を㞟め、

土が持つ力をヲしくㄪべてみたい。また、市㈍の土を何

✀㢮か混ぜて、ベランダのⰼを⫱てるために最㐺な土を

探し出すなどの研✲も⾜ってみたい。   

「Ⰻい土」とは、生き物がたくさん暮らしている土であると⪃える。これから㌟㏆な土を大切に

しながら土が持っている不思㆟な力をㄪべて、環境との㛵係を⪃えていきたい。 

 

㸳 指導と助ゝ 

  昨年度の研✲から土への⯆味を深め「土が持っている力」について㏣✲した。土壌の✀㢮につい

てㄪべ、実㝿に 13✀㢮の土を準備し、土の保水力、水の浄化など多数の実㦂を⾜い、⤖果をグラフ

や⾲、写真を用いて的☜にまとめている。実㦂内容だけでなく、⮬分の生活と土の㛵係について⪃

え、土の必せ性をㄽじ、地球の未来にまで目を向けているㄽ文である。 

㸦指導教ㅍ 㕥木 滉大㸧 

㹙㈨料 12㹛土と生き物の㛵係 

㹙㈨料 13㹛⮬分にできること・これからやる 

ことのまとめ 



 
 
 
 
 
 
 
 

㸯 研究の動機 

  凍らせたジュースを溶かして㣧むと、はじめは味が濃いがだんだん薄くなる経㦂をした。こ

のことから、本当に濃さに違いがあったのか、また、なぜ濃さに違いが出たのか疑問に思い、

本研究を行った。 
 
㸰 研究の方法 

(1) ライチジュースをよく振ってから冷凍庫に入れて凍らせる。凍ったら冷凍庫から出し 30分

おきに溶けた部分の糖度を糖度計で測定した。 

(2) ライチジュースを冷凍庫に入れて凍らせる過程で、30分おきにまだ凍っていない部分を別

の容器に取り出し、糖度を測定した。 

(3) 凍らせたライチジュースの溶けた部分の㔞と糖度を、10分おきに測る。 

(4) 凍らせた様々なジュース㸦乳酸菌㣧料、イチゴミルク、ぶどう、炭酸㸧の溶け方を比べる。

同じ容器に同じ㔞を入れたものを凍らせ、表㠃をマイクロスコープで観察した。さらに、20

分㹼40分おきに溶けた㔞と糖度を測定した。 

(5) 実㦂の中で、最初に㸯番多く溶けたものが最後まで溶け残ることが何度かあった。いつも

そうなるのかを確かめるために、㸱種㢮の液体が入ったものを凍らせて、㸳分おきに溶けた

㔞とその部分の糖度を測った。 

(6) チューペット㸦チューブ入りの氷菓子㸧を立てて凍らせ、凍ったら真ん中で切って溶ける

のを待つ。㸳分おきに溶けた部分の糖度を測り、上下による糖度の違いを調べた。 

(7) ゆっくり凍らせると、チューペットの上下の位置によって糖度の違いが出るのか調べた。

タオルにくるんだチューペットを、三㔜に㔜ねた保冷バッグに入れて、冷凍庫に立てて入れ

凍らせる。凍ったら、上・中・下の部分を切り取り、糖度を測った。 

(8) チューペット全体を同じ糖度で凍らせることはできるのかを調べるため、チューペットを

10分おきに上下を入れ替えながら、冷凍庫で凍らせた。凍ったら、上・中・下の部分を切

り取り、糖度を測った。 

 

㸱 研究の結果 

(1) ライチジュースを凍らせてから溶かすと、最初に溶    

けた部分の糖度は㧗く、だんだん低くなっていった。

このことから、いくつかの疑問が出た。 

① 凍るときは、糖度の低い部分から凍るのではな

いだろうか。 

千葉県科学論文展 優秀賞 
 
 

こおらせたジュースのとけ方をしらべよう㸟 
 

千葉市立緑町小学校 
第㸲学年  小橋 㔛菜 

時㛫㸦分㸧 糖度㸦㸣㸧 
こおる前 㸷 
30分後 13 

60分後 㸷 
90分後 㸴 

 

㹙表㸯㹛 溶けた部分の糖度 

 



② もっと細かく時㛫を区切り糖度を測ると、最後は何㸣になるだろうか。 

③ 他のジュースではどうなるだろうか。 

これらの疑問点を、今後の実㦂で解き明かしていきたいと考えた。 

 

(2) ライチジュースを冷凍庫に入れ凍らせる過

程において、30分おきに凍っていない部分の

糖度を測った。凍っていない部分の糖度はだ

んだん㧗くなっていることがわかった。この

ことから、糖度の低い部分から凍っているの

ではないかと考えた。 

 

(3) 凍らせたライチジュースの溶ける㔞を 10

分おきに測ると、増えたり減ったりが繰り返

されていた。測定ミスを疑い条件を変えて調

べ直してみたが、結果は同じであった。砂

糖・塩など、複数の物が含まれている水溶液は溶け方が複㞧になるのではないかと考えた。

糖度の変化を見ると、最初に溶けた部分の糖度が㧗く次第に低くなっていき、最後に溶けた

部分の糖度を測ると、㸮㸣であった。 

 

 
 

(4) 様々な方法で、ジュースの溶け方を比べた。 

① それぞれの氷の観察 

水は、透明な部分の方が溶

けやすかったが、ジュースに

は溶けやすい部分とそうでな

い部分との違いは見られなか

った。 

ジュースの氷に見られた溝

は、迷路のようになってお

り、色がついた液体がそこを

通って外へ出ているのではな

いか。 

 

 

溶け残った㔞と溶けた部分の糖度の変化を折れ線グラフに表し、二つを㔜ねて比べてみると

溶け残りの㔞と糖度は同じように減っていた。このことから、糖度と溶け残りの㔞は㛵係があ

るのではないかと考えた。しかし、糖度の変化は、はじめは大きかったが、溶け残りの㔞は一

貫してゆるやかだったという点は違っていた。 

㹙資料㸯㹛 水(左)とぶどうジュース(右)の氷の表㠃 

時㛫 
30分で 

凍った㔞(㹫㹪) 

凍っていない部

分の糖度(㸣) 

4 270 10 

4.5 20 11 

5 10 10 

5.5 30 11 

6 20 12 

6.5 0 12 

7 10 13 

 

㹙表㸰㹛 溶けた量と溶け残った部分の糖度 



② それぞれの溶けた㔞 

  水が一番はじめに多く溶けたが、最後まで溶け

残った。 

 

③ それぞれの糖度の変化 

  どのジュースも、はじめは凍る前の㸰倍程度に

なったが、急に下がってその後もゆっくりと下が

っていった。 

 

(5) 今回の実㦂でも、はじめに㸯番多く溶

けた液体が、最後まで溶け残った。 

 

(6) 立てて凍らせたチューペットは、上よ

りも下の部分の糖度が㧗かった。ゆっく

りと凍らせても結果は変わらなかった。 

 

(7) 上下を入れ替えながらチューペットを凍らせると、上と真ん中と下とで、糖度の差が小

さくなった。 

 

 

㸲 研究のまとめと感想 

  物が溶けている液体は、はじめに水の部分だけが凍る。ジュースを凍らせると、糖度の㧗

い部分は下に押しやられるので、上と下で糖度の差が出る。溶けるときは、はじめに糖度の

㧗い部分が溶け出すので、だんだんと糖度は低くなる。 

 

㸳 指導と助言 

  ジュースを凍らせたり溶かしたりしたときの糖度の変化について、様々な条件のもと調べた

り、時㛫を細かく区切って記㘓したりしながら追究している。また、実㦂の結果を写真や表や

グラフを効果的に用いてわかりやすくまとめられており素晴らしい。実㦂の結果から生じた疑

問を整理しながら、様々な視点でジュースの溶け方や凍り方を追究しており、自分の感じた疑

問を解決しようとする熱意の伝わる研究である。 

㸦指導教諭  㮖山 克彦㸧 

時㛫 

(分) 

乳酸菌 

㣧料 

イチゴ

ミルク 
ぶどう 炭酸 

0 11 11 11 7 

40 26 25 23 16 

80 9 9 10 5 

120 6 7 6 3 

145 3 6 2 2 

190  1 1 1 

 

㹙表 4㹛 溶けた部分の糖度(㸣) 

 

位置 着色料 リンゴ ぶどう 梨 みかん 

上 13 15.2 15 15 15.4 

中 15.4 14.5 17 16 14.4 

下 15.2 21 16 19 23.4 

 

㹙表 5㹛 チューペットの位置による糖度の違い(㸣) 

 

㹙資料㸯㹛 実㦂の様子 

位置 着色料 リンゴ ぶどう 梨 みかん 

上 14 17 18 16 16 

中 14 17 18 16 19 

下 13.5 15 15 16 17 

 

㹙表 6㹛 上下を入れ替えた際の糖度の違い(㸣) 


